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主題と目標 

 

動的システムの解析・制御問題を数学的に扱う方法を学ぶ。特に，非線形システムの制御問題

に関し，最近のリアプノフ関数を受動性・入力-状態安定性に関する研究，複数のサブシステムが

結合したシステムの制御問題(カスケード接続システム・相互接続システム・バックステッピング

等)，非線形適応制御への応用などの最近の話題を中心に理解を深める。また，ニューラルネット

ワークを用いた制御とその非線形適応制御との関連についても学習する。 

 

授業計画 （項目，授業実施回数，内容） 

 

項      目 回 内       容 

非線形システム

の基礎 

１ 非線形システムのシステム表現，多様体上のベクトル場，局所的な可制

御性 

リアプノフ関数 １ 非線形システムの安定性の定義，リアプノフ関数による安定条件，不変

定理  

リアプノフ関数

を用いた制御 

３ 散逸不等式，受動性，入力-状態安定性 (ISS)，制御リアプノフ関数， 

Sontag型制御則 

カスケード接続

と相互接続 

３ ピーキング現象，カスケード接続の大域的安定性，相互接続とISS，ISS

小ゲイン定理 

非線形適応制御 ４ 適応制御の考え方，Strict-feedback form，バックステッピング， 

Over-parametrizationの問題とその解消方法，出力フィードバックによ

る適応制御，未知パラメータを含む場合のオブザーバの考え方 

ニューラルネッ

トを用いた制御 

３ 右逆システム，左逆システム， 基本的なニューラルネット制御系構成法

と学習，適応ニューラルネットワーク制御 

 

 

評価・教材・受講条件等 

 

«評価» 講義資料の内容に関するレポートを適宜課し，授業中の質疑応答の様子や出席状況とも

あわせて，総合的に評価する。 

«教材» 講義資料を配布し適宜参考書を示す。 

«受講条件等» 学部において制御理論の基礎を履修していることを前提としている。学部にて非

線形システム論を受講していることが望ましい。 


